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自己紹介

機関リポジトリ（HUSCAP）の管理

所属：北海道大学附属図書館

管理課図書受入・目録担当
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（昨年まではリポジトリ担当）

JPCOAR作業部会

研究データ作業部会・コンテンツ流通促進作業部会

研究データの管理に関する教材整備

〃 公開事例の調査

JPCOARスキーマの更新と整備

昨年12月、JPCOARスキーマVersion 2.0がリリースされました



本日の内容

➢ 研究データ公開事例の紹介（2017～2023）

➢ 登録パターン別に紹介
➢ 公開前 / 公開後（論文と同時に登録・論文と別に登録）

➢ パターンごとに研究データのメタデータの入力の流れ

➢ JPCOARスキーマVersion 2.0で追加・変更になったメタデータ項目の紹介

➢ 研究データのメタデータに関連する箇所の抜粋
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研究データ公開事例の紹介

北海道大学学術成果コレクション（HUSCAP） 2017～2023



北海道大学学術成果コレクション（HUSCAP）の概要

74,328件の学術資料を公開する機関リポジトリ(2023/03/03現在)

オープンソースソフトウェア「DSpace」をベースに構築している（運用は2005年から）

主な公開資料：

・北大所属の研究者から公開依頼のあった資料（論文、教育資料、学会発表資料など）
・北大発行の紀要

・研究データ（少数）
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研究データ公開の件数

本事例紹介で扱う「研究データ」について
北海道大学の機関リポジトリ（HUSCAP）上で
公開された資料のうち、
資料種別が「dataset」のもの

2017年から2023年で計23件
– うち、1-2年間隔で発行の
水産学部紀要が1件

– 残りは雑誌投稿論文に関連するデータ

2016年以前に公開したデータはない

2017年から2023年にかけての研究データ公開件数
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研究データ公開事例の紹介

パターン１：公開前の論文に関連する研究データの公開

パターン２：公開済の論文の登録時に研究データも合わせて公開

パターン３： 〃 の登録とは別に、研究データを公開
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登録タイミングのパターン別に紹介



パターン１： 公開前の論文に関連する研究データの公開

査読～アクセプト 校正(Proof) 論文公開(Published)投稿

アクセプトの条件

論文執筆に
使用した
根拠データ

• 校正時にデータを公開済のURLが必要

• 査読者とのみデータの共有が必要

• 査読時にデータを一般公開することが必要
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公開タイミング・共有範囲が異なるケース
エンバーゴ付き公開や

共有範囲の限定など

（非公開機能＋パスワード）

で対応



メタデータ入力の流れ（パターン１：公開前の論文に関連する研究データの公開）

タイトルや著者などのメタデータ付与

（データ登録依頼時に依頼者に
必要な情報を確認）
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査読～アクセプト 校正(Proof) 公開(Published)投稿

根拠データの登録

論文情報を元に関連情報(jpcoar:relation)を入力

機関リポジトリでの作業

reletionType = isRequiredBy (～によって必要とされている)

（あれば）論文のDOI+引用情報

論文投稿の時系列

（論文公開後）
根拠データのメタデータの追加

＋

もし、リポジトリ内に論文を登録した場合は
リポジトリのＵＲＬも関連情報に記入



既に公開済の論文

論文に
付随する
データ

論文の登録希望

論文の登録依頼
＆承諾

または

データと合わせて公開されていた論文をHUSCAPに登録する際に
付随するデータも一緒に登録するパターン

元々の公開場所
・出版社ページ
・Figshare

・Mendeley Data
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パターン２：論文の登録時に研究データも合わせて登録

研究者

論文とデータを合わせて登録



メタデータ入力の流れ（パターン２：論文の登録時に研究データも合わせて登録）

論文と根拠データを同ページで公開

あとは通常の論文登録同様にメタデータ付与
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査読～アクセプト 校正(Proof) 公開(Published)投稿

根拠データ

機関リポジトリでの作業

論文投稿の時系列

論文
＋ <jpcoar:file>

<jpcoar:URI objectType=dataset>

…

<jpcoar:file>

<jpcoar:URI objectType=fulltext>

…



論文は既に公開済

公開済の論文に関連
かつ
Web未公開のデータ

データの登録希望

データと合わせて公開されていた論文をHUSCAPに登録する際に
付随するデータも一緒に登録するパターン
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パターン３：論文の公開後、追加で研究データを登録

研究者

データを登録 論文は別途登録済の場合もある



メタデータ入力の流れ（パターン３：論文の公開後、追加で研究データを登録）

13

査読～アクセプト 校正(Proof) 公開(Published)投稿

機関リポジトリでの作業

論文投稿の時系列

データ公開

タイトルや著者などのメタデータ付与

（データ登録依頼時に依頼者に
必要な情報を確認）

根拠データの登録

reletionType = isRequiredBy (～によって必要とされている)

（あれば）論文のDOI+引用情報

公開済論文と関連付け

＋

もし、リポジトリ内に論文を登録した場合は
リポジトリのＵＲＬも関連情報に記入

論文情報を元に関連情報(jpcoar:relation)を入力



CiNii Research上での研究データ件数の見え方

別ページ公開（パターン１、パターン３）：

CiNii Researchで研究データとしてカウントされる

同ページ公開（パターン２）：

CiNii Researchで研究データとしてカウントされない

（論文としてカウント）
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その他：datasetとして公開されている紀要

水産学部紀要「海洋調査漁業試験要報」
（1957-2016：冊子体で発行 2017～：電子版のみ）

内容：練習船の航行記録、センサーデータ、捕獲した魚類の種類/数など

PDF形式（冊子体時と同様）
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研究データ公開例のまとめ

– 論文公開前
• 非公開状態

• 査読者とのみ共有

• 一般公開

‒ 論文公開後
• 論文と同じページ

• 論文と別ページ（またはデータのみ）

公開タイミング

制限公開の機能
– URLのみ確定させ非公開の状態

– 特定の相手とのみ共有

データと論文の関連付け

公開手順に関係する事柄

2017年～2023年に登録した23例（論文の根拠データ22例、紀要1例）

論文の根拠データの公開タイミングはいくつかのパターンに分けられた
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研究データの公開と管理（図書館Webページ内）

➢ 機関リポジトリの登録窓口案内

➢ その他のデータリポジトリの簡単な紹介

➢ 研究データを公開する際の留意点

➢ 研究データ管理（RDM）に関する事柄

➢ GakuNin RDM

➢ RDM教材へのリンク

その他 研究データ公開支援に関連した取り組み
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https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/research_data/

https://www.lib.hokudai.ac.jp/support/research_data/


研究データ登録に関連する
JPCOARスキーマVersion 2.0の変更点



JPCOARスキーマVersion 2.0の変更点（研究データに関連する内容）

19

府省共通研究開発システム（e-Rad）への対応：
e-Radに対応した統制語彙の整理・追加（作成者識別子、主題など）

助成機関を記述する要素の拡充

所属機関識別子の統制語彙の変更
所属機関識別子にROR（Research Organization Registry）を追加
GRIDは非推奨に（RORはGRIDの後継）

COAR Resource Types 3.0への対応
資源タイプ追加（データセット関連(14種)、特許、ソースコードなど）

https://doi.org/10.34477/0002000218

JPCOAR Newsletter

CoCOAR 15号内により詳細な
解説記事が掲載されています。

https://doi.org/10.34477/0002000218


府省共通研究開発システム（e-Rad）への対応(1) 作成者識別子の統制語彙
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作成者識別子
NRID（科研費の研究者番号、 13桁）は非推奨に

→  e-Rad_Researcher（e-Radの研究者番号、８桁）を利用

調査方法の変更
・NRIDの調査

科学研究費助成事業データベース（KAKEN）で研究者名で検索

↓

・e-Rad_Researcher（自機関研究者のみ）の調査

事務代表者/事務分担者のアカウントでe-Radにログインして検索
（府省共通研究開発管理システム FAQより「研究者番号がわかりません。」 https://qa.e-rad.go.jp/records/240）

ただし、e-Radの研究者番号=NRIDの下8桁

https://qa.e-rad.go.jp/records/240


府省共通研究開発システム（e-Rad）への対応(2) 助成情報の拡充
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新規要素 「プログラム情報識別子 / プログラム情報」

プログラム情報識別子：Crossref Funder ID

または、「体系的番号*」の「機関コード」と「施策・事業の特定コード」を合わせたコード

研究課題番号 統制語彙追加
awardNumberType=“JGN”

「体系的番号」(Japan Grant Number。JPから始まる9-15桁のコード)がある場合に使用

例：JP15H02781 （科研費）、JPMXD146H220001 など

要確認な点：

助成情報の確認方法（謝辞などにない場合、登録時に都度教員に確認？）

助成機関/プログラム名→体系的番号の調べ方を、担当者が新たに把握する必要あり

*体系的番号については、科学技術・学術政策研究所 (NISTEP) 

「論文謝辞等における研究費に係る体系的番号の記載について」を参照

https://www.nistep.go.jp/archives/53002

https://www.nistep.go.jp/archives/53002


COAR Resource Types 3.0への対応

Dataset関連の資源タイプの語彙追加（1.0.2の2種類→2.0では14種類）

追加語彙の一例(https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/2.0/resource_type_vocabulary)

– aggregated data - 集計データ

– geospatial data - 地理空間データ

– genomic data - ゲノムデータ

– observational data - 観測データ

– experimental data - 実験データ

– measurement and test data - 測定・評価データ

データそのものから種類を確認できる？（地理的座標がある場合・ゲノムデータなど）

あるいは作成者でないとわからない？（観測/実験/測定・評価→仮説とデータの関係性で変わる）
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https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/2.0/resource_type_vocabulary

